日本メクトロン株式会社　宛　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

クリンリネス物質調査票Ver.5-1
調査対象製品のクリンリネス物質に関して、弊社の分析値が下表の通りであることを保証致します。

【製品情報】

	製品名称
	

	製品型番
	

	製品質量（単位あたり）
	                        g/個・mm2（その他：　　 　      　　）


【クリンリネス物質情報】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	No
	クリンリネス物質
	分析値
	検出限界
	社内管理値
	分析方法

	
	
	ng/cm2
	ng/g
	ng/cm2
	ng/g
	ng/cm2
	ng/g
	

	１
	有機シリコーン

（Silicone）
	
	
	
	
	未検出
	未検出
	

	２


	ｱﾆｵﾝ
	ｲｵﾝ性塩化物

（Chloride）
	
	
	
	
	100未満
	1000未満
	

	
	
	ｲｵﾝ性臭化物

（Bromide）
	
	
	
	
	100未満
	1000未満
	

	
	
	ｲｵﾝ性弗化物

（Fluoride）
	
	
	
	
	100未満
	1000未満
	

	
	
	硝酸塩

（Nitrate）
	
	
	
	
	100未満
	1000未満
	

	
	
	亜硝酸塩

（Nitrite）
	
	
	
	
	100未満
	1000未満
	

	
	
	硫酸塩

（Sulfate）
	
	
	
	
	100未満
	1000未満
	

	
	
	燐酸塩

（Phosphate）
	
	
	
	
	100未満
	1000未満
	

	
	
	ﾄｰﾀﾙ
	
	
	
	
	200未満
	2000未満
	

	３
	ｶﾁｵﾝ
	ｱﾝﾓﾆｳﾑ塩

（Ammonium）
	
	
	
	
	200未満
	2000未満
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貴社名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

部署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

責任者名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


分 析 要　領 

【分析方法】

	Ｎｏ.
	ＦＰＣ規制化学物質
	前処理方法
	分析装置・分析方法

	１
	有機シリコーン （Silicone）
	ヘキサン常温抽出／加熱蒸発濃縮
	ＦＴＩＲ－ＡＴＲ法

	２
	アニオン （Anion）
	超純水温水抽出　８５℃・１ｈｒ
	イオンクロマト分析

	３
	カチオン （Cation）
	超純水温水抽出　８５℃・１ｈｒ
	イオンクロマト分析


【前処理条件】

	規制化学物質
	表面積

（ｃｍ２）
	ヘキサン量

（ｍｌ）
	サンプル数

（個）
	抽出時間

（分）
	蒸発条件

	
	
	
	
	
	温度
	時間

	Ｎｏ.１
	＞５０
	２０
	１
	超音波（４０kHz）×１分

・装置メーカーは不問

・１００～１５０Ｗ
	ホットプレート上で溶剤の沸騰飛散なき温度（目安：７０℃）
	目視で蒸発乾固するまで

	
	２０～５０
	１０
	１
	
	
	

	
	＜２０
	１０
	Ｎ（注）
	
	
	

	Ｎｏ.２～３
	・ 超純水の水質レベル：１８．２ＭΩ・ｃｍ（２５℃）

・ サンプルがシート状の場合、約３０ｍｍ×約３０ｍｍのサイズに切り出し、５～６枚を容器（ビーカー等）に入れ、総表面積（ｃｍ２）と同一の超純水（ｍｌ）にて抽出する。


（注） トータル表面積が２０（cm２）になる個数
【ＦＴＩＲでの定量方法】

	標準試料(既知濃度)

の作成方法
	シリコーンスタンダード
	ポリジメチルシロキサン（信越化学：ＫＦ-９６-５００ＣＳ）

	定量化に用いる

吸収スペクトルピーク
	シリコーン
	８００±１０（ｃｍ－１）


【参考分析機関】

	No
	　分析機関名
	所在地
	連絡先（ＴＥＬ）

	1
	ANALYTICAL LABORATORIES

(SINGAPORE) PTE LTD
	No.8. Kaki Bukit Place, Singapore

416186
	● TEL：(65) 6746 0886

● E-mail：sales@analabs.com.sg

	2
	株式会社ケミトックス
	東京都大田区上池台1－14－18
	● TEL：03(3786)7800

● E-mail：t-muto@chemitox.co.jp


　
【分析機関】



回 答 要 領 

１．【調査依頼の目的・背景】

　顧客に納入する当社製品(ＦＰＣ)について、顧客より製品への規制物質要求(下記【クリンリネス物質情報】

を参照)があります。これを受けて、グリーン調達の観点から、ＦＰＣの構成材料、製造工程においてＦＰＣに直接又は間接に接触する又は接触可能性のある資材・備品等について、購入品の規制物質含有情報を入手・管理する必要があります。趣旨をご理解の上、本調査票回答へのご協力をお願い致します。

２．【製品情報】

（１）　製品名称

取引先様の製品名(又は商品名)を記入願います。

（２） 製品型番

取引先様の製品型番(又は製品コード)を記入願います。

（３） 製品質量（単位あたり）

質量(ｇ)を記入願います。分母の単位は、個・ｍｍ２のうちで該当するものに〇を付記 (該当なしの場合には、

その他：に記入)願います。

３．【クリンリネス物質情報】

（１） クリンリネス物質

表中の１０物質(アニオンのトータル含む)につき、回答願います。

（２） 回答項目

ａ．分析値：

社内管理値を満足する・しないに係らず、有効数字２桁で、分析サンプルの性状・形状に応じて、分析値の単位をng/cm2又はng/gで記入願います。

ｂ．検出限界：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

分析に使用した分析装置の検出限界の単位を、分析サンプルの性状・形状に応じて、ng/cm2又はng/gで記入願います。

ｃ．当社管理値：

　取引先様の分析値及び検出限界と同じ単位の当社管理値を適用願います。
　　　ｄ．分析方法

　　　　取引先様の分析方法が２頁目の【分析方法】と異なる場合には、１頁目の【クリンリネス物質情報】の「分析方法」欄に記入願います。

４．分析要領

　　ａ．取引先様が外部分析する場合、分析可能な分析機関を【参考分析機関】に記載します。
　 ｂ．取引先様の自社分析・外部分析に係わらず、分析機関名を【分析機関】に記入願います。

ｃ．取引先様の自社分析・外部分析に係わらず、１頁目【クリンリネス物質情報】に分析結果を記入の上、分析データ（分析報告書）を調査票に添付願います。
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